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董．花灘岩質マッシ7申のウランとトリウムの分布の焼購性

　クズイルタウ拶亨シフは約1簸）1轍／柄広さを占めている、、それはサルィタ！拓マッシフと接

しているが，醗者とも鳳大なプルトンのドームと考えられている．まわ…りの地麟は，主としてう

下部原生ご界のポーフィ羅イドや珪岩からなっている。時代は二畳紀とされている。この地域紅

は翠このニニ畳紀の翼ンプレックスのほかに，東部の方に魯欝レド誤ヤ期と薄えられている墨夢

古い灘ンプレックスもある軽鉱の羅ンプレックスはあま静旗くなくて業全体の撃ッシフ融§％

である爵無争石ヂは閃餐糞撃｝ザ花醸1閃精雛蜂などである鞭

　クズイル，ダ轡花簡嚢は全マッシフの懸％を占めており，優総i質で轟繰m海獅璽葱はみられない鞭

遜入の全画ε蹴にわたひて鉱物緯成も化学組成も…様である．それは，粒度とか斑状総織の程

度とかび）みで，お互いに匿別される。組織の多嫌性が癒纂ているのは，撃ッシフが浅いところ

『費溝饗廷慧さ薄～たことと撲i毯羨駕デてマ、恐ウ

　マツシフの形成機構を，鷺V，ネグレず薮酷は多撫（紳転鵬）と考えた（集この簡題について

は，とくにしらべなかウたが，やはIP若干のp蓋搬漁があ参，各萎）1纏鷺の花纈岩の閥はシヤ騨プ

な接触関係である．醸々の欝1獄騰の綴石の位置駄，構造線やマグマが闘化する時瓢生じた裂

か系に支醜されている，、個々の欝磁総の区1分は，V．黛，羅プテ、フード玉二驚ブ齢綴フの方法で行な
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　D　主漣入相〈凶編鷺麻溺の花纐岩農粗粒綜1雛），ばら色ないし灰色，わずかに斑状1

　2）　欝疑欠的蕊1（轡羅醗）訳熱／ひのマ繍蒲岩9　準麗薫ぐ聾卸欝・）、，　黛つ罰贈寺期のもの力三あ婁，　第至期のも

のは優白質で盤第驚期のものはアラス灘イト質である、第1期のものには餐はウき！）した斑状

組織を臨く）たものと，等粒状のものとの蒙種類があぞ》．

　副次的禰の第至期のものの形成時期櫨主蓬入棉に近い．それは急冷帯が狭いか，欠除レてい

ることから証明泰れる1

　翁　脈状花轟嶽。煮のグループには時期的におくれたものが入る1細粒（解籠の，灰色の低・角

度に傾斜した』岩体斗ばら色のアプライト質花醐黛の急館｛斜した；嚢体やペグマタイト類。
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醐岩の組成と組織は騨翼置花騰岩と瞬じである。黛つとも夢餓の茎）擁驚の碧灘韓較べて，副成

分鉱物と黒雲母がたいへん少ない。

　上．薫鷺のマ烈翻1霧中では，繕糠欠海熔強』入粍概）雛ほ麹／の申琴数マ顔謁筆1が象爵導l！iりなで貨害i！を舞巌レてい愁熊そr

れは全マツシツの約憩％の広さを雌めている．細粒花繍岩（脈1賛ミの）は滋％，主滋、入相の細粒
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　　φ総簿鍵を麟次的滋入｝1麟としたが，後述の，紅1）訟韓翻次的・聖・…鴛とレた方が分；ギ誉が広く瓢夢

　　擁三1濃．入相としたノアがよさ詳費うであ蒸鄭
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　　　　　　　　　　　麺三ノ緯翼覇1叢ヌ努莞／　率蕪　　　　　　　翁等　学　耀う

菰轟碧は3％である，，翻次的遊入相の第蓑期の花嵩呈泣）分布は小さくて，マグぞの1分化物中め

ヴラン）やト1、1ウムをしらべる時にもあま！）研妻試鷺されなかった。サンヅ｝ルは普選嫁椥31蠣のもの

をとやた。

　鋤ラン・とト夢ウムはクラ・シ寒「ノレな放射化学1笥蹴方法で定灘翫された。えられた結渠から裏欠のよ

うな煮とを搾婿霧’するごとができる。

　9描1綿の各郷畿の分布鷺輝1緯考懸すると，麺ズイ、ルタウ畔ツシ伽伊乃ンと1・凱〉

　　　　　　　　　　それぞオ礁秘継｛｝4）と編・蓋○㎜3％とな翫平均の“蜘雛裟は鱒とな

る。　瀧れをマ輸顯質華ぎ1郷1全1舞漏努）5軽均奪ぞll建、』艶　ヴ’1・、ノグラ　ド㌘捻1のヂー潔）にil輪べると争　ウラン・は

鷺イ蕪認拭，一熱う　ト1フ鴛7ム1汰糸勺黛糞纂毫寒毒・“

　窯〉　歩ランぴ）灘弱激，一一羅賠響巽こ涛琶ドぐ艶マグ曙の學・・簿麺）茎）1黙鋤力』ら1魔i期グP）茎纏獄鷲にカ、けて重1曽

加する鱗枷貰媛）、，』こ叡．は勧表と第1図轍織1鼠現わ麟一1、ている鵡

　3）マグ㌣の分化作．摺の遜程で！残ン・がだんだん増加するの舗翼対に，ト撫＞ムはだ舷だん

減少する。火成洋用において蝦た濫う欺開係を蓉す黛っ4）元素にと・ゲぐ，これはたいせつな違

いであ恭。またウランの量が力就追り広レ・鰯遜顯1こわたって峯藁鱗勇するのに，いろいろの講獄灘ζi驚で

もトリウムの量は羅とんど一・定であることも注懲する必要がある（第黛図）。ウランとト亨ウ

ムのこの違いは，火成作絹め邊程にお／ナる両菰索の穆鋤能力の遼いによるものである．

　暴繕穿婆▽琴、琴犠嚢織や翻I」篶分鉱物とト1ノウ》瓜グ）：暴藪φ1絹轄は，壁撲）かな対・応1巽拝系がみられることも

1生藤ξさ敷、る（霧誓驚瀦疑）。

　花齢1沖の都莫雛刎こついては／・，iハン．轟診定鍬紹・轍オ・）なか（）た瀞しかし，上述のヂ」タから

考えて，撃鋒擁瑠）ト9ヴムぴ1）滅少獄，1、総雲母・磁鉄鉱・モて磨ズ石・燐灰石・宅ンラン1・リウム石

の量の滅少と関係があるということは、問接的に推定できる。このことから，ッグマの分化作

／醤の中でト1ノウムが定着す鵜のは，職構瓜の元素の；存在と関係があると考える燃とができる。そ
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　導）　ウランとトジウムの分布は｛滋嚢慧につマ・ては変化が少ない、もしラなんらかの変化があ

るとして論じるならば，でッシフの中央部（難ぎ麹題1細琵s）からその縁辺部に向かやて爾方とも

わずかに増えるということができる。

　まわ診め嚢鞍申（／・ヒ麻懇）のこれらグ）元素の量は，花闘岩申と較べて低いが，籍劉の変成度

によらず一定であ磐，轡ランが馨，婁・鱒㎜4％，トリウムが黛ほ・！0壌％（S個のサンプルの平均

値）である．こぴ）ことはラマグ耀が現在の位置を1，鱗めるにあたってタΨッシフの内かも外ヘタ

揮発性成分や移動しやすい成分の拡散，塵たはそれと似たような形での移鋤が起こらなかった

ことを単すと考えられる．これは，マッシフ中で謝麟蚕臨重愛ORがわずかじか発達していないこ

ととi対事詳脚す慧）⇔

窯．　花醐質岩贋の鍮物ご訟のウ轡ン灘発布

　すでに述べたよう轍，各蛋癒薫蹴，蓋漉熱の！ララング）量は治・な静変動するが（第窯図），脈状の

細粒花腐桑沖ではその平均含有量が下がる．爆石中のケランの量の変動の原因を鯛らかにする

ため続は，器』蕎を構成している鉱物ごとの！ラランの1分布を調べることがどうレても必要である・

　花濾撲沖の鉱物ごとのウランダ）分布についてのヂータはあ塞蟄多くない。最近の文献中に若

干系統的なものがみられるだけである（轟一器，懲，博）．

　マッシフの各避入相（捨顛鱒の岩蒸ごとに，鉱物中のウランの分布が研究された。黛董個のサ

ンプルから鉱物を分離した．分離は磁贋・電磁石・重液（フ糠鷲ホルム・勘一ドメチレン），

それから双眼額微鏡下での量機里蕪P三（〕鷺y鷹！こよって行なわれた。鉱物緯成の計算は薄片によウ

て行なった．ウランはル載ネ噸ンス法に、罫って測定した（紛。轟放射性の副成分鉱物は，直接

的な鷲騰d瞬響法1こよる微1量分析を適ナ癩L穴瓢（載3～焦o鐵慧渇

　えられたデータか熱，クズィルタゥ花醐岩中の鉱物ご撫のウラン分布の特徴を次のように譲

とめる胤とカシ礎きる鵡

　茎）　岩石のウランの大部分は翻成分鉱物申に含象れる（平均鍔％、造岩鉱物中には灘％〉。

　第§表から開らかなように，翻成分鉱物に含まれるウランと造岩鉱物中に含窟れるウランび）
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